
いわき放射能市民測定室たらちね

測定報告会

2018年3月3日

ヨウ素・・・甲状腺
影響・・・甲状腺癌 甲状腺機能
低下

プルトニウム・・・肝臓・骨
影響・・・肝がん・骨腫瘍

白血病

ルテニウム・・・肺
影響・・・肺がん

ストロンチウム・・・骨
影響・・・骨腫瘍・白血病

セシウム・・・筋肉・全身
影響・・・白血病・不妊

トリチウム・・・全身・DNA.
影響・・・突然変異など

・体の外にある放射性物質等
から出る放射線を受けること

・体の中に取り込んだ放射性
物質から放射線を受けること



放射性物質
5歳児 被ばく量
(マイクロシーベルト）

15歳児 被ばく量
(マイクロシーベルト）

成人 被ばく量
(マイクロシーベルト）

セシウム134 0.013 0.019 0.019

セシウム137 0.0096 0.013 0.013

ストロンチウム90 0.047 0.08 0.028

トリチウム 0.000031 0.000018 0.000018

※実効線量とは・・・被ばくによる体全体へのダメージの合計目安

× × ₌
《例題》
15歳児がセシウム137を100Bq/Kgを含む食品を0.5Ｋｇ摂取した場合

100Ｂｑ×0.5Ｋｇ×0.013μSv＝0.65μSv
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2017年 県別 放射能検査件数



食材

578件
土壌

200件

資材・植物 109件

空気中ダスト 39件

水 30件

総検体数
956件

１群 タンパク

質

109件 ２群 ミネラル

31件

３群 カロチン

129件

４群 ビタミンC

225件

５群 炭水化物

53件

６群 脂質

1件

その他 30件

測定件数

セシウム検出件数

100Bq/kg
以下

100Bq/kg
超

１群 タンパク質
（豆、肉、魚など）

109 11 0

２群 ミネラル
（海藻、牛乳、小魚など）

31 1 0

３群 カロチン
（緑黄色野菜など）

126 10 0

４群 ビタミンC
（淡色野菜、きのこなど）

228 20 2

５群 炭水化物
（穀物、イモ類）

53 4 0

６群 脂質
（油・ナッツなど）

1 1 0

その他
（加工品）

30 0 0

合計 578 47 2

採取地
セシウム
137

セシウム
134

たけのこ(生)
いわき市遠野町

入遠野
28.9 4.7

たけのこ(生） いわき市鹿島町久保 10.7 1.3

たけのこ(生) いわき市泉町下川 16.8 2.1

たけのこ(生） いわき市平桜町 4.5
検出下限
値以下

たけのこ(生) いわき市平赤井 4.2
検出下限
値以下

今年も生のタケノコは、セシウムが
検出された

[Bq/kg生]

ビタミンC
だよ

（単位：Bq/kg生）

試料品名 採取地 採取月 測定結果 不確かさ 検出下限値

ふきのとう いわき市遠野町 2017年3月
Cs137 検出下限値以下 - 3.9

Cs134 検出下限値以下 - 3.0

ふきのとう いわき市鹿島町 2017年3月
Cs137 18.1 5.6 5.8

Cs134 検出下限値以下 - 4.4

ふきのとう 双葉郡楢葉町 2017年3月
Cs137 39.3 8.1 7.1

Cs134 6.4 4.1 5.3

ワラビ（生） 双葉郡富岡町 2017年5月
Cs137 1,810 360 4.5

Cs134 264 53 3.5

柿の皮・ヘタ いわき市錦町 2017年10月
Cs137 検出下限値以下 - 3.6

Cs134 検出下限値以下 - 2.8

柿の皮・ヘタ 双葉郡大熊町 2017年12月
Cs137 90.8 10.9 3.8

Cs134 10.5 3.9 3.5



（単位：Bq/kg乾）

試料品名 採取地 採取月 測定結果 不確かさ 検出下限値

池の泥
東京都
葛飾区

2017年7月
Cs137 1,680 184 7.9

Cs134 212 27.3 6.8

土壌
双葉郡
大熊町

2017年11月
Cs137 53,600 10,700 16.0

Cs134 7380 1,480 14.5

土壌
双葉郡
大熊町

2017年11月
Cs137 4,730 950 16.5

Cs134 712 142 15.4

土壌
双葉郡
大熊町

2017年5月
Cs137 92,100 18,400 7.0

Cs134 14,100 2,800 5.6

土壌
いわき市
下神谷

2017年10月
Cs137 4,060 443 13.2

Cs134 571 73.8 13.4

土壌
いわき市
下神谷

2017年10月
Cs137 35.1 4.4 3.0

Cs134 6.2 1.5 4.0

※ いわき市下神谷採取の土壌は、同じ敷地内で採取したもの

（単位：Bq/kg生）
試料品名 採取地 採取月 測定結果 不確かさ 検出下限値

灰
(薪ストーブ）

千葉県 2017年12月
Cs137 396 40.8 4

Cs134 43.7 5.9 5.6

エアコンフィルター
（車）

宮城県
仙台市

2017年4月
Cs137 検出下限値以下 - 6.9

Cs134 検出下限値以下 - 5.3

エアコンフィルター
（車）

いわき市
平

2017年11月
Cs137 154 31 12.6

Cs134 検出下限値以下 - 11.9

落ち葉
(ベランダ）

いわき市
平

2017年12月
Cs137 1,180 240 6.4

Cs134 181 36 5.7

苔
いわき市
小名浜

2017年5月
Cs137 1,230 126 7.8

Cs134 149 17 7.5

苔
群馬県
高崎市

2017年1月
Cs137 3,510 700 6.0

Cs134 663 133 5.4

採取日

セシウム137 トリチウム ストロンチウム９０

測定結果 検出下限値 測定結果 検出下限値 測定結果 検出下限値

水道水
福島市
野田

2017年11月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

3.37

水道水
いわき市
平

2017年10月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

3.36

水道水
いわき市
小名浜

2017年7月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

2.90
検出下限値
以下

0.0005

水道水 千葉県 2017年7月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

0.0006

水道水 郡山市 2017年8月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

3.30
検出下限値
以下

0.0005

水道水 本宮市 2017年8月
検出下限値
以下

0.02
検出下限値
以下

3.70
0.0009±
0.0004

0.0006

〔単位：Bq/L〕 ①液試料にリンモリブデン酸アンモニウムを
加える

②撹拌し、リンモリブデン酸アンモニウムに
試料中のセシウムを吸着させる

③リンモリブデン酸アンモニウムを取り出す

セシウムが吸着している状態

リンモリブデン酸アンモニウム

リンモリブデン酸アンモニウム

④リンモリブデン酸アンモニウムを乾燥し、
測定する

セシウム137



試料品名 採取地 採取月 測定結果 不確かさ 検出下限値

海水（表層） 福1周辺 2017年7月 0.023Bq/L ±0.009Bq/L 0.015Bq/L

海水（下層） 福1周辺 2017年7月 0.048Bq/L ±0.010Bq/L 0.016Bq/L

海水（表層） 福1周辺 2017年8月 検出下限値以下 ー 0.017Bq/L

海水（下層） 福1周辺 2017年8月 検出下限値以下 ー 0.016Bq/L

山水
いわき市
川前町

2017年7月 0.046Bq/L ±0.009Bq/L 0.015Bq/L

地下水 いわき市平 2017年11月 0.019Bq/L ±0.010Bq/L 0.017Bq/L
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測定予定数 測定済数

測定予定220校のうち、127校が終
了
測定結果はすべて検出下限値以下
（下限値2.9～5.8mBq/m³)

採取日 2017.7.5
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福島原発事故炉からは、現在も放射性セシウム、トリチウム、ストロンチウム90などの放出が
続いている。2015年4月にベータラボをオープンして以来4年目を迎えた。2017年は、トリチウム
及びストロンチウム90の分析法や測定値からの計算法の見直しを行った。

依頼測定についてトリチウムの32試料、ストロンチウム90の69試料を分析した。

依頼測定に加え、測定値の検定を行うようにし測定値の信頼性をはかった

主な試料の種類：野菜、植物、魚、海水

依頼測定に加え、ストロンチウム90分析法の簡略化、海水中Sr-90簡易分析法の開発、骨中
Sr-90簡易分析を行った。

主な試料の種類：野菜、植物、魚貝類、缶詰、海水、海底土、畑土、山水



³H ³He
トリチウム ヘリウム
陽子1 中性子2 陽子2 中性子1

半減期 約12.3年

ベータ線：18.6KeV

トリチウム 32検体

ストロンチウム 69検体

食品類

10

液体類

54魚類

15

野菜類

5

土壌類

17

試料名 採取地 採取日 放射能濃度 不確かさ 検出下限値

堆積物 カナダ
2015年
7月

4.03
Bq/kg乾

±0.006
Bq/ｋｇ乾

0.12
Bq/㎏乾

常緑樹 カナダ
2015年
7月

不検出 ―
0.14

Bq/ｋｇ乾

土壌 いわき市
2017年
1月

不検出
― 1.32

Bq/ｋｇ乾

はちみつ 伊達市
2016年
6月

不検出
― 0.89

Bq/㎏乾

いわし 千葉県
2015年
10月

不検出
― 1.33

Bq/ｋｇ乾

試料名 採取地 採取日 放射能濃度 不確かさ 検出下限値

海水（表層）
福島第一
原発南側
1.0ｋｍ

2017年
7月

0.0013
Bq/L

±0.0002
Bq/L

0.0006
Bq/L

井戸水 いわき市
2015年
10月

不検出 ―
0.0008
Bq/L

山水
いわき市
川前町

2015年
10月

不検出 ―
0.0006
Bq/L

井戸水
いわき市
川前町

2015年
10月

不検出 ―
0.0008
Bq/L

湧水
いわき市
川前町

2016年
4月

不検出 ―
0.0005
Bq/L

試料名 採取地 採取日 放射能濃度 不確かさ 検出下限値

ヒラメ 福1周辺
2016年
9月

不検出 ―
2.10
Bq/Kg乾

アイナメ 福1周辺
2016年
9月

不検出 ―
2.10
Bq/Kg乾

白米 福井県
2016年
9月

不検出 ― 2.17
Bq/Kg乾

わかめ
宮城県石
巻市

2016年
9月

不検出 ―
1.40
Bq/Kg乾

きゅうり
岐阜県土
岐市

2017年
8月

不検出 ―
2.10
Bq/Kg乾

試料名 採取地 採取日 放射能濃度 不確かさ 検出下限値

海水
（表層）

福1周辺
2017年
4月

不検出 ―
2.89
Bq/L

海水
（表層）

福1周辺
2017年
7月

不検出 ―
2.88
Bq/L

海水
（下層）

福1周辺
2017年
7月

不検出 ― 3.10
Bq/L

海水 小名浜港
2017年
2月

不検出 ―
2.62
Bq/L

山水
いわき市
川前町

2017年
7月

不検出 ―
3.21
Bq/L



調査内容
１海水採取
２海底泥採取
３魚類採取
４プランクトン採取

ボランティア協力者の皆さん

第十八長栄丸船長 石井 實 氏

東大名誉教授生物学 鈴木 譲 氏

総合 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 吉原 隆造 氏

釣り ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 水藤 周三 氏

第5回 2月 1日 いわき沖
第6回 4月 22日 福島第1原子力発電所 1.5Km沖地点
第7回 7月 1日 福島第1原子力発電所 1.5Km沖地点
第8回 8月 19日 いわき沖

試料 種類 測定核種

海水 3地点 表層・下層（40Lずつ）
Cｓ137・自由水トリチウム
ストロンチウム90

魚 アイナメ・メバル・ヒラメ
Cｓ137・134・有機結合型トリチウム

ストロンチウム90

まとめ

ガンマ線
測定数・・・月８０検体を目標

ベータ線
新しい測定器の導入
・・・測定スピードと精度の向上

たらちねクリニック



診療時間 月 火 水 木 金

9:00～12:00
(受付8:30～12:00) ● ● ● ● ●

14:00～17:00
(受付13:30～16:30) ● ● ● ● ●

たらちね では2017年5月から『クリニック』をオープンいたしました。

発熱などの体調不良や、アレルギー検査、予防接種、子どもたちのための「子どもドック」も用意しています。

たらちねクリニックのご案内

診療科目 内科・小児科

予防接種

麻疹・風疹混合
(MR1・2期)

DPT-IPV
(四種混合)

DT
(ジフテリア・

破傷風)
おたふくかぜ

水痘 高齢者肺炎球菌 インフルエンザ

診療時間内であればご希望のお時間で接種可能です診療時間

※土日祝祭日は休診

※子どもドックの受付は

15:30までとなります

※お昼休み時間の診療は

要相談

1年を振り返って
―1月、2月、3月―
・協力医師との打ち合わせ

・クリニックで使用する医療機器などの搬入

・東北厚生局への申請、いわき市への開設届の申請

―4月―
・スタッフミーティング

・電子カルテ、医療機器等の練習

・診療室拡大のため工事

―5月―
・オープニングセレモニー開催 ＜開所式・内覧会＞

・健康相談会開始

診療科目、時間、検診メニュー等のご案内

―6月―
・保険診療開始

・クリニック送迎車納車

―7月―
・保養前後の尿中セシウム測定検査を開始

―8月―
・ビル屋上にクリニックの看板、案内板設置

・夏休みを利用し、いわき市外からもお子さん来院

―9月―
・検査器材がそろい、甲状腺吸引細胞診を開始

・たらちねのホームページ上にクリニックの特設サイトが完成



―10月―
・出張出前講座を開き、地域住民の皆さんとの親睦をはかる

―11月―
・インフルエンザの予防接種が開始

ー12月ー
・福島市へ出張出前講座

子どもドック

子どもドック

たらちねクリニックでは、子どもたちの健康を見守るために「子どもドック」を備えております。

◎検査費用は全国からのご寄付でまかなわれており、子どもたちは無料で受けて頂けます。

子どもドック メニュー

〇診察（医師の問診）
〇身体測定（身長、体重、視力、聴力、血圧）
〇体内の放射能測定
・ホールボディーカウンターによる人体放射能測定
・尿中セシウム測定（NPO法人新宿代々木市民測定所によるゲルマニウム半導体 測定）
〇血液検査
・血液一般 一般的な血液検査（肝臓、腎臓、貧血、炎症反応）他、甲状腺ホルモンなども調べます
〇尿一般検査
〇超音波（エコー）による甲状腺検査
〇心電図
〇こころのケア（健康や日々の生活についての悩み相談受付）

※ご希望の項目を選択して受けることもできます



甲状腺検診

「のう胞」＝液状のものがたまったもの 「結節」＝細胞の塊（9割は良性）

「判定」

Ａ１＝のう胞、結節なし（正常）

Ａ２＝20㎜以下ののう胞又は5㎜以下の結節
・Ａ２‐a 発育期の過程で発生するのう胞
・Ａ２‐b 発育期の反応でないのう胞
・Ａ２‐c 結節（1㎜～5㎜のもの）
Ｂ＝20.1㎜以上ののう胞又は5.1㎜以上の結節
Ｃ＝直ちに二次検査を要する状態

血液・尿検査

貧血や血液疾患の有無・肝臓腎臓機能の評価・血糖やコレスロール値などの

スクリーニング検査を実施

また甲状腺ホルモン値の測定も行い、超音波検査と合わせ、甲状腺の状態を入念に

診ています。

甲状腺ホルモンの数値を当日お伝えすることもできます。



測定料金
18歳以下 無料
19歳以上 1,000円

測定時間 5分～15分

毎月測定は年間1,000円

全身放射能測定(ホールボディーカウンター) ホールボディーカウンター受検者数

2011年

2012年
2013年

2014年

2015年
2016年

2017年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
2011年 76 405 481

2012年 515 547 281 118 58 57 152 80 94 59 34 40 2035

2013年 19 46 20 14 13 7 4 33 10 4 9 13 192

2014年 3 27 14 12 19 11 14 18 7 12 9 17 163

2015年 9 22 17 6 25 17 12 27 10 27 21 106 299

2016年 29 51 52 20 24 14 29 19 69 98 58 22 485

2017年 54 19 85 30 34 29 15 32 39 50 30 38 455

男女別受検者数内訳

197
938
112

67
233

441
402

284
1097

80
96

66
44
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尿中セシウム測定

尿中セシウム測定の一番の目的は、内部被ばくを測定することです。その結果により食生活

改善などのアドバイスや健康被害を少なくするための検診、治療につなげていきます。

■セシウムの基本知識

＜尿とセシウム＞

腎臓が血液をろ過し、不要な物質を尿にして膀胱に送ります。体内から排出されるセシウムの

80％が尿に含まれます。

＜セシウムの体内蓄積＞

毎日少量ずつでもセシウムを摂取し続けると体内に蓄積されます。

セシウムは心臓などの臓器や筋肉に取り込まれやすいと言われており、生物学的半減期

（体内にあるＣs‐137の放射能が半分になる時期）は成人が110日、5歳児は30日です。



＜Cs（セシウム）＞
Cs（セシウム）134と137は人工の放射能です。
今、尿に排出されるのはほとんどが福島原発事故由来といえますが、食品（輸入品など）に

よってはチェルノブイリ原発事故由来もあり、また土壌などには核実験の影響が残っている

ところもあります。

■測定の流れ

患者さんに専用のキットをお渡しし、自宅で尿を2リットル溜めていただきます。
その後、ご自身でＮＰＯ法人新宿代々木市民測定所へ送っていただき、

24時間かけて測定、検査結果は当クリニックへ届きます。

32
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44

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 12月

子どもドック利用者数

＜尿中セシウム測定を利用した患者さんの地域＞

•いわき市 59名 ・会津 2名
•郡山市 36名 ・東白川郡 1名
•福島市 7名 ・双葉郡 43名
•二本松市 7名 ・東京都 5名
•須賀川市 1名 ・宮城県 5名
•本宮市 1名
•伊達市 2名

尿から摂取量、体内蓄積量の試算
10歳、尿量1.2L/日の場合

１日の摂取量=排出量(mBq) 尿中のCs濃度(mBq/kg) 体内蓄積量(Bq/Body)

20 13 1

40 27 2

80 53 4

120 80 6

200 133 10

400 267 21



2011年11月の測定結果 2017年11月の測定結果

2011年11月測定値の平均
• 白米：4.7 Bq/kg

• 玉ねぎ：4.3 Bq/kg
• じゃがいも：6.1 Bq/kg ★５Bq/kg(5000mBq/kg)
• にんじん：2.8 Bq/kg ➡➡
• 大根：5.5 Bq/kg 【2017年のセシウム摂取量】
• ネギ：4.6 Bq/kg 150ｍBq/kgとした場合

33倍の摂取となる
• 柿：23.2 Bq/kg
• みかん：39.6 Bq/kg ⇒この時の身体への影響が、

これから出てくる可能性あり

Source:日本分析センター年報 平成２１年度 １４ページ



患者さんに接して

•甲状腺検診を受けた保護者の声

•ゆっくり時間をかけて話をきいてほしいお母さん

•初めての赤ちゃんの子育てに不安を抱えているお母さん

終わりに…

５月にオープンしました「たらちねクリニック」は、地域住民のみなさんの心の灯となるような、
温かいクリニックを目指してまいりました。

クリニックの開院に向け、準備期間から開院後の今日までたくさんの方に出会い、全国の
みなさんからの温かいお手紙やメール、ご寄付という形で励ましをいただいてきました。

患者さんのお帰りになる姿を見ながら十分な医療の提供はできただろうか、少しでも安心
されただろうか…と医師、看護師スタッフ一同何度も話し合いを重ねてきました。

まだまだ始まったばかりのたらちねクリニックです。

これからもご支援者のみなさまと力を合わせ、子どもたちのために
尽くしていきたいと思います。



甲状腺検診
2017年1月～2017年12月
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東京都

40%

宮城県

37%

茨城県

14%

山形県

9%

福島県内受診者人数475人

いわき市, 43%

福島市, 8%

郡山市, 13%

会津若松市, 
6%

二本松市, 14%

田村市, 7%

双葉郡原町区, 
9%

県外受診者人数482人
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平成4年4月2日～平成24年4月1日生まれ
受診者人数582人



A1, 
40.2%

A2, 
59.0%

B, 0.8% C, 0.0%

平成4年4月2日～平成24年4月1日
対象のたらちね受診者人数528人

福島県健康調査本格検査
平成29年3月31日現在270,497人

108,697人
159,574人

0人2,226人

A1, 35.6%

A2, 63.7%

B, 0.8% C, 0%

371人

207人

0人4人

甲状腺通信 第8号の資料
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2017年1月～12月の受診者人数 957人 沖縄・球美の里子ども保養プロジェクト



放射性ヨウ素がいわきを襲った日
地表上空の濃度 地表に沈積する

国立環境研究所データ

年間放射線量 福島の区分 チェルノブイリの区分

50mSv以上 帰宅困難区域 強制避難ゾーン

20～50mSv以上
居住制限区域
(一時帰宅可能)

強制避難ゾーン

20mSv未満
避難指示解除準備区域
→現在では居住可能

強制避難ゾーン

5mSv以上 (居住可能) 移住の義務ゾーン

1～5mSv未満 (居住可能) 移住の権利ゾーン

0.5～1mSv未満 (居住可能) 放射能管理ゾーン



掃除機のゴミ 測定結果 (福島県内)

掃除機機種 採取地 測定日
セシウム値
Cs137+Cs134

ダイソン いわき市小名浜林城 2016年2月 499

ダイソン 東白川郡塙町那倉 2016年1月 1,017

ダイソン いわき市中央台飯野 2016年2月 2,378

ダイソン いわき市小名浜住吉 2016年2月 4,802

(Bq/kg)

ダイソン 東京都世田谷区赤堤 2015年12月 52

ダイソン 栃木県小山市乙女 2016年1月 151

ダイソン 茨城県筑西市二木成 2015年12月 347

ダイソン 東京都江戸川区東小岩 2016年1月 558

掃除機のゴミ 測定結果 (福島県外)




